


　『うみ議会だより』発行第100号の節目を迎えられましたこと、心より
お祝い申し上げます。
　幼少期から中学校1年まで宇美町で育って大人になり、また大好きな
地元に帰ってきました。宇美町は自然豊かで歴史の趣きもある、すてき
な町です。人も温かく、優しい町です。
　こどもたちは、そんな宇美町で好
きなことをして、大きくなったとき
には世界に羽ばたけるような。ま
た、1人の人間として輝けるような人
になってほしいなと思います。
　共に楽しんでいきましょう！
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こどもたちの成長を見守り続ける宇美幼稚園

　１２月定例会は、１２月３日から１２月９日ま
での７日間の会期で開かれ、町長から提出され
た財産の取得をはじめ、工事請負契約変更、指
定管理者の指定、条例、補正予算などの１７議
案と委員会発議2件、議員発議1件を全て原案
どおり可決しました。
　一般質問では７名の議員が町政全般にわた
って８項目の質問を行いました。

病
児
保
育
事
業
費

宇
美
・
志
免
・
須
恵
の
３
町
共
同
で
、
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
こ
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る
病
児
保
育
事
業
の

経
費
を
計
上
す
る
。

（
委
託
し
て
い
た
医
療
機
関
の
閉
院
に
伴
う
委
託
料
の
精
算
と
、
新

た
に
事
業
を
委
託
す
る
正
信
会
水
戸
病
院（
須
恵
町
）へ
の
経
費
。
）

一般会計
補正予算

403 万円
減額

妊
産
婦
応
援
事
業
費

妊
娠
中
か
ら
出
産
後
の
母
体
の
回
復
、
育
児
不
安
の

軽
減
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
妊
産
婦
応
援
事

業「
う
み
パ
ッ
ク
」の
利
用
者
増
加
に
伴
う
経
費
を
計
上
す
る
。

一般会計
補正予算

222 万円

増額

宇
美
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

　及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
支
え
、
良
質
な
成
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、

生
後
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
で
保
育
所
等
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
ど

も
を
対
象
に
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
月
一
定
の
範
囲
で
時
間
単
位
に

よ
り
利
用
で
き
る
制
度
を
令
和
８
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
。

条 例

宇
美
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
　

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
の
防
止
を
強
化
す
る
た
め
、
資
源
物
の
所

有
権
を
明
確
に
し
て
罰
則
規
定
を
設
け
る
。

条 例

動画でご覧いただけます。

12 月定例会

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

1億1113万円

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
事
業
費

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額
が
想
定
額
を
超
え
る
た
め
、

そ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
利
用
料
、
運
営
代
行
手
数
料
、

運
営
業
務
委
託
料
な
ど
の
経
費
を
計
上
す
る
。

一般会計
補正予算

増額

9667万円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
お
よ
び
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
見
込
額
の
増
加
に
伴
い
、
寄
附
見
込
額
か

ら
経
費
を
除
い
た
額
を
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
る
。

　

一般会計
補正予算

増額

220 万円

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
費

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額
が
当
初
の
想
定

額
を
超
え
る
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
運
営
代
行
手
数

料
を
計
上
す
る
。

一般会計
補正予算

増額

町民の暮らしを守る予算町民の暮らしを守る予算

　こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
時
間
単
位
で
気
軽
に
利

用
で
き
、
は
じ
め
て
の
育
児
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
が

安
心
し
て
相
談
で
き
、
孤
立
を
防
ぐ
温
か
な
場
で
す
。

 

乳
幼
児
に
も
多
様
な
人
や
環
境
と
出
会
う
機
会
を
届
け
、

こ
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

宇美幼稚園 事務長
中村 正弘 さん

働
く
婦
人
の
家
の

　指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
　
宇
美
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
指
定
期
間
　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
　

指定管理者
指定

　「
し
〜
ず
・
う
み
」
は
、
仕
事
、
育
児
、
介

護
な
ど
、
日
々
忙
し
く
生
き
る
女
性
が
、
悩
み

や
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
な
く
、
安
心

し
て
語
り
、
学
び
合
え
る
場
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
現
在
で
は
男
性
利
用
者
も
増
加
し
、
生

活
の
充
実
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い

働
き
方
や
暮
ら
し
方
を
見
つ
け
、
課
題
に
向
き

合
い
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
共
に
探
し
て
い
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

し～ず・うみ館長
吉村 順子 さん

宇
美
町
議
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　関
す
る
決
議

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
個
人
の
尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
、
人
権
侵
害
に
当
た

る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
議
会
全
体
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
お
よ
び

根
絶
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

宇
美
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制
定

宇
美
町
議
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
決
議
に
基
づ
き
、
条
例

を
制
定
す
る
。

提
出
者
　議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
検
討
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
安
川
　
禎
幸

委員会発議

地
域
医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
確
保
の
た
め
の

　
　診
療
報
酬
改
定
等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
に
対
し
、
診
療
報
酬
改
定
が
追
い
つ
か
ず
、

保
険
医
療
機
関
等
は
深
刻
な
経
営
難
に
あ
る
。
国
は
こ
う
し
た
状
況
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
適
切
か
つ
早
急
に
改
善
す
る
た
め
、
臨
時
的
な
診

療
報
酬
の
改
定
や
国
に
よ
る
補
助
制
度
の
創
設
・
拡
充
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

提 

出 

者
　鳴
海
　
圭
矢

賛 

成 

者
　
髙
橋
　
紳
章

　 

　 

　
　
丸
山
　
康
夫

議員発議
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令和７年 12 月定例会　表決一覧

財産の取得
（国特別史跡大野城跡） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結についての議決内容の一部変更
（令和６・７年度 武道館外壁・屋根及び内部等改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結についての議決内容の一部変更
（令和７年度 宇美東中学校校舎外壁等改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

指定管理者の指定
（宇美町働く婦人の家の指定管理者） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

宇美町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

宇美町下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

宇美町上水道給水条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

宇美町手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

宇美町行政財産使用料条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

宇美町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

宇美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

宇美町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × ○ ○ 可決 反対 : 鳴海

賛成 : 安川（禎）

宇美町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

令和７年度 宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

令和７年度 宇美町上水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

令和７年度 宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

令和７年度 宇美町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

宇美町議会ハラスメント防止条例検討特別委員会の調
査報告について ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

（発議第3号）宇美町議会のハラスメント防止に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

（発議第4号）宇美町議会ハラスメント防止条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

（発議第5号）地域医療提供体制の維持・確保のための診
療報酬改定等を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決 賛成 : 安川（禎）

※古賀ひろ子議長に表決権はありません。

議　　案　　名

小 

林 

孝 

昭

安 

川 

禎 

幸

髙 

橋 

紳 

章

丸 

山 

康 

夫

平 

野 

龍 

彦

安 

川 

繁 

典

黒 

川 

　 悟

鳴 

海 

圭 

矢

白 

水 

英 

至

藤 

木 

　 泰

審
議
結
果

議
員
名 討論など

審査した議案と各議員の賛否
○は賛成　×は反対を表しています

宇美町乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例

　日替わりで新しいこどもが入ると、保育士とこ
どもの関係構築が難しくなり、ストレスになるの
ではないかと懸念している。

　「こども誰でも通園制度」は、子ども・子育て
支援法の改正の目玉になる大きな事業だ。
　事業を実施したうえで、今後、問題点を協議し
ていく方策がよいと思うので賛成する。

鳴海 圭矢 議員 安川 禎幸 議員

　一般質問とは定例会で行われ、議員が町政全般に
ついて、町長などの執行機関の考え方や方針などを
問いただすことです。
　掲載内容は、質問者自身が要約し、広報常任委員会
で校正しています。

議会をもっと身近に
ライブ配信・録画配信をご視聴ください
　宇美町議会では、議場で行う議会・特別委員会のライブ配信
と録画配信を行っています。
　ライブ配信は、傍聴に来られない方のために生中継で配信し
ています。
　録画配信は、議会のホームページから議案審査や一般質問の
様子をいつでもご覧いただけます。字幕付きですので音声が聞
き取りにくい方でも、分かりやすくご覧いただけます。

町
政
を
問
う
７
人
が
登
壇

一
般
質
問

　…………………… ８P白水　英至　議員
◆スポーツ振興で町の活性化を

　…………………… 11P髙橋　紳章 　議員
◆宇美町共働事業提案制度の展望は

　…………………… 14P安川　禎幸　議員
◆第 7次宇美町総合計画の成果と課題は    

　…………………… 9P丸山　康夫　議員
◆中学校で配膳式全員給食の実現を

　…………………… 12P鳴海　圭矢　議員
◆今後の物価高騰対策は

　…………………… 13P黒川　　悟　議員
◆地域防災力の総合的な底上げを  

　…………………… 10P小林　孝昭 　議員
◆若い世代が住みたくなる町へ 

ライブ配信・録画配信は
こちらから

特
　
　
集

一
般
質
問

委
員
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活
動
報
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特
　
　
集

12
月
定
例
会

一
般
質
問

委
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会
活
動
報
告

表
決
一
覧
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録画配信は
こちらから

私の視点「なぜここを質問したか」

録画配信は
こちらから

私の視点「なぜここを質問したか」

〜
60
億
円
の
経
費
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
の
採

用
も
中
学
校
・
保
護
者
・
地
域
を
交

え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

70
％
と
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
。

　
給
食
を
頼
ま
な
い
理
由
は
「
苦
手

な
も
の
が
多
い
」、「
量
が
多
い
」
以

外
に
「
母
が
弁
当
を
作
る
の
が
好
き

だ
か
ら
」
な
ど
。

　
食
べ
残
し
は
、
ご
飯
が
約
23
％
、

お
か
ず
が
約
16
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
中
学
校
の
選
択
制
弁
当
給
食
費

の
値
上
げ
の
見
込
み
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
本
年
度
は
値
上
げ
を
行
っ
て
い
な

い
が
、
来
年
度
は
既
に
食
材
等
の
値

上
げ
情
報
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、
現

在
金
額
を
含
め
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
中
学
校
給
食
無
償
化
が
実
施
さ

れ
る
と
な
っ
た
場
合
の
課
題
と
今
後

の
方
針
は
。

　
　
教
育
長

　
無
償
化
の
視
点
と
し
て
は
、
国
や

県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
適
切
か
つ
迅

速
に
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
全
員
給
食
で
食
缶
形
式
を

採
用
す
る
と
、
施
設
改
修
や
備
品
な

ど
の
整
備
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
今
後
、
小
学
校
の
自
校
式
給
食
を

継
続
す
る
と
、
施
設
改
修
に
50
億
円

　
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
実
施
予
定

の
小
学
校
給
食
無
償
化
に
関
し
て
本

町
の
受
け
入
れ
態
勢
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
小
学
校
給
食
無
償
化
に
関
す
る
情

報
は
、
い
ま
だ
国
か
ら
連
絡
は
な
い

が
、
報
道
で
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
、

補
助
金
は
月
額
４
６
８
８
円
が
基
準

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
不
足
分
の
負
担
に
つ
い
て
、
保
護

者
負
担
か
自
治
体
負
担
か
は
不
明
。

　
　
小
学
校
給
食
無
償
化
に
伴
い
町

の
財
政
負
担
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
給
食
調
理
委
託
業
務
は
、
本
年
度

は
小
学
校
５
校
分
で
年
間
約
８
０
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
の

調
理
業
務
は
特
に
変
わ
ら
な
い
。

　
給
食
費
は
、
本
年
度
で
１
食
３
６

０
円
。
こ
の
う
ち
80
円
は
、
現
在
町

が
負
担
し
て
い
る
。

　
無
償
化
で
は
、
保
護
者
負
担
は
な

く
な
り
、
差
額
を
町
が
負
担
す
る
。

　
　
本
町
の
中
学
校
給
食
の
現
状
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
喫
食
率
は
、
本
年
１
学
期
末
で
約

　
　
町
長
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る

町
の
活
性
化
の
考
え
と
、
取
組
に
対

す
る
自
己
評
価
は
。

　
　
町
長
　

　
こ
の
４
年
間
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技

団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
協
定

に
基
づ
い
た
取
組
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
町
立
武
道
館
の
改
修
な
ど

の
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
・
観
る
・
支
え
る
と
い
っ

た
多
様
な
価
値
観
と
ス
ポ
ー
ツ
の
多

様
性
を
追
求
し
て
き
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
お
互
い
の
絆
を
深

め
る
す
ば
ら
し
い
も
の
。
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
で
ス

ポ
ー
ツ
を
生
き
生
き
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
町
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

続
け
た
い
。

５
年
度
は
３
部
活
動
追
加
で
計
６
部

活
動
、
本
年
度
は
２
部
活
動
追
加
で

計
８
部
活
動
の
地
域
展
開
を
実
施
し

て
い
る
。

　
活
動
状
況
は
、
土
日
の
い
ず
れ
か

１
日
と
し
、
各
中
学
校
合
同
で
行
う

部
活
動
も
あ
る
。

　
　
外
部
指
導
員
の
登
録
者
数
は
。

ま
た
、
増
や
す
た
め
の
取
組
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
登
録
者
数
は
、
令
和
５
年
度
は
７

名
、６
年
度
は
９
名
、本
年
度
は
８
名
。

顧
問
教
員
の
補
助
的
な
役
割
の
た
め
、

広
く
募
集
を
し
て
い
な
い
。

　
　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
検
討
委
員

会
」
で
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

現
時
点
で
の
方
向
性
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
現
在
、
ふ
み
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
委
託
し
て
い
る
が
、
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
に
も
業
務
委
託
で
き

る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。
　

　
受
け
皿
を
増
や
し
、
部
活
動
の
地

域
展
開
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
４
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、

中
止
と
な
っ
て
い
る
町
民
球
技
大
会
、

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
主
催

者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
関
係
団

体
と
意
見
交
換
さ
れ
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
社
会
教
育
課
長

　
自
治
会
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も

協
力
を
依
頼
し
、「
誰
も
が
気
軽
に
楽

し
め
て
、
交
流
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技

を
実
施
し
た
い
」
と
の
協
議
結
果
に
よ

り
、
令
和
６
年
度
は
軽
ス
ポ
ー
ツ
お
よ

び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
た
。

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

協
議
を
重
ね
、
８
年
度
に
実
施
さ
れ
る

予
定
で
進
ん
で
い
る
。

　
　
町
民
球
技
大
会
の
必
要
性
は
。

　
　
社
会
教
育
課
長

　
町
民
の
健
康
と
体
力
増
進
を
図
り
、

町
民
相
互
の
連
帯
感
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の

状
況
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　

　
令
和
４
年
度
開
始
で
３
部
活
動
、

学校給食 スポーツ振興

中学校で
　 配膳式全員給食の実現を

国は、中学校給食も可能な限り早期の無償化を図る方針
を示した。中学校での給食無償化に向けて、選択制弁当
給食の見直しを含め、町の方針を問う。

しろうず

白水 英至 議員
えいじ

答弁
（町長） スポーツを生き生きと楽しめる町に

答弁
（教育長）国の動向を踏まえ迅速に対応する

スポーツ振興で町の活性化を

今期は、町民の声を届ける思いで町政全般にわたり一般
質問を行った。最も関心の高いスポーツ振興について、
過去を振り返りながら、今後の方針を問う。

スポーツで培われ
る絆や仲間は、災
害時に地域を支え
る力となるため、
町の球技大会は続
けるべきだ。

中学校給食の無償化
に向けて、今すぐに
でも検討を始めない
と間に合わない。
全員給食実現に向け
てスピーディーに検
討を進めてほしい。

まるやま

丸山 康夫 議員
やすお

中
学
校
で
採
用
中
の
選
択
制
弁
当
給
食
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今
後
も
、「
宇
美
町
の
元
気
の
象

徴
」
で
あ
り
、
町
民
の
パ
ワ
ー
を
感

じ
る
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ

て
い
き
た
い
。

提
案
す
る
団
体
が
事
業
内
容
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
質
疑
を

審
査
委
員
が
行
い
、
採
択
・
不
採
択

の
事
業
を
決
定
す
る
。

　
公
益
性
の
高
い
事
業
で
、
地
域
課

題
の
解
決
に
対
し
て
具
体
的
な
成
果

お
よ
び
効
果
が
期
待
で
き
、
団
体
の

独
自
性
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
が
審
査
の
着
目
点
と
し
て
い
る
。

　
　
実
施
さ
れ
た
共
働
事
業
の
振
り

返
り
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
事
業
実
施
後
は
、
実
績
報
告
書
が

提
出
さ
れ
、
多
く
の
町
民
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
公
開
方
式
で
事
業
報

告
会
を
開
催
し
、
振
り
返
り
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
り
、
制

度
の
思
い
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
は
。

　
　
町
長
　

　
町
の
魅
力
発
信
や
活
性
化
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
人
材
発
掘

な
ど
も
期
待
さ
れ
、
町
民
と
深
く
関

わ
る
こ
と
で
職
員
の
意
識
改
革
に
つ

な
が
る
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
共
働
事
業
提
案
制
度
の
導
入
の

経
緯
と
目
的
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
導
入
の
経
緯
は
、
平
成
25
年
度
に

策
定
さ
れ
た
「
宇
美
町
共
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
の
指
針
」
の
中

で
、
共
働
を
進
め
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
、
29
年

度
か
ら
開
始
と
な
っ
た
。

　
目
的
は
、町
民
活
動
団
体
（
団
体
）

が
独
自
性
を
生
か
し
、
町
と
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
っ
て
、
地
域
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
に
共
働
事
業
を
実
施
す

る
。

　
　
直
近
３
年
間
の
共
働
事
業
の
提

案
件
数
と
実
施
件
数
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
令
和
５
年
度
は
提
案
お
よ
び
採
択

20
件
、
６
年
度
は
提
案
お
よ
び
採
択

11
件
、
７
年
度
は
提
案
10
件
・
採
択

９
件
。

　
　
共
働
事
業
の
審
査
方
法
と
着
眼

点
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
６
名
で
構
成
さ
れ
る
宇
美
町
共
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
中
で
、

会
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
は
共
有
し

て
い
る
。

　
奨
学
金
返
済
補
助
制
度
は
若
い
世

代
の
定
住
施
策
の
一
つ
の
選
択
肢
で

あ
る
が
、
制
度
設
計
に
よ
っ
て
は
財

源
面
の
課
題
と
な
る
た
め
、
先
行
自

治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
っ
か
り
検

証
し
て
い
く
。

　
　
町
長
が
考
え
る
若
い
世
代
へ
の

定
住
・
移
住
政
策
の
方
向
性
は
。

　
　
町
長

　
若
い
世
代
の
定
住
・
移
住
は
本
町

の
将
来
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
子

育
て
支
援
施
策
の
成
果
と
し
て
転
入

超
過
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
空
き
家
の
利
活
用
や
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
若

い
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
が
進
む

一
方
、
18
歳
か
ら
24
歳
の
若
者
は
町

外
転
出
が
多
く
、
奨
学
金
返
済
の
負

担
が
地
元
回
帰
を
妨
げ
る
要
因
と
も

な
り
得
る
。

　
奨
学
金
返
済
補
助
制
度
は
地
域
の

好
循
環
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
の
認
識
と
今
後
の
取
組

方
針
は
ど
う
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　

　
奨
学
金
返
済
を
抱
え
る
若
者
へ
の

支
援
策
は
、
現
時
点
で
は
実
施
し
て

い
な
い
。
第
３
期
総
合
戦
略
の
検
討

過
程
で
制
度
導
入
を
検
討
し
た
が
、

財
政
負
担
の
大
き
さ
か
ら
具
体
化
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
18
歳
か
ら
24
歳
へ
の
支
援
が
手
薄

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
返
済
負
担
が
社

　
　
若
い
世
代
の
町
内
定
住
が
、
地

域
社
会
の
持
続
や
町
の
将
来
像
お
よ

び
財
政
的
・
経
済
的
基
盤
に
ど
の
よ

う
な
役
割
や
効
果
を
も
た
ら
す
と
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長

　
若
い
世
代
の
町
内
定
住
は
、
地
域

社
会
の
持
続
や
本
町
の
将
来
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
。

　
人
材
確
保
や
産
業
創
出
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
承
に
加
え
、
町
民

税
や
固
定
資
産
税
の
増
収
、
消
費
拡

大
や
町
内
企
業
の
活
性
化
を
通
じ

て
、
町
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
若
い
世
代
の
町
内
定
住
を
促
進

す
る
取
組
は
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　

　
第
７
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
近
年
は
30
〜
45
歳
層
で

転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に

加
え
て
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費

助
成
を
拡
充
す
る
な
ど
、
今
後
も
若

い
世
代
の
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

共働事業 定住・移住対策

宇美町共働事業提案制度の
　　　　　　　　　 展望は

共働事業提案制度は、町民活動団体と町が共働で公益
的な事業を実施して地域課題の解決を図るもので、魅力
あるまちづくりのため、もっと活用してもらいたい。

答弁
（町長） さまざまな角度から取り組んでいく

答弁
（町長） さらに事業を拡充させていきたい

若い世代が住みたくなる町へ

本町の将来を担う人材が町に定着できるように、持続的
な地域社会環境を整えるため、奨学金返済補助の考え
方について問う。

次世代の人たちが
この町に住んでよ
かったと思われる
ように、この事業
が継続して行われ、
町の発展に貢献す
ることを切に望む。 ▲ 宇美町共働事業提案制度

　 についてはこちら

こばやし

小林 孝昭 議員
たかあき

若い世代が安心して暮ら
し、働き、子育てできる
環境づくりは町の持続に
直結する。
人を育み支える視点を共
有し、よりよい宇美町の
未来を築いていきたい。

たかはし

髙橋 紳章 議員
のぶあき
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に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
資
格
取
得

者
か
ら
活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
宇
美
町
の
防
災
士
会
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
の
声
が
あ
る
。
設
立

に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
地
域
の
絆
を
醸
成
し
な
が

ら
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。

※

機
能
別
消
防
団
と
は

通
常
の
消
防
団
員
が
対
応
し
き
れ
な
い

大
規
模
災
害
時
や
特
定
の
専
門
分
野
に

特
化
し
て
活
動
す
る
団
員
の
こ
と

　
本
町
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
な
い

が
、
小
中
学
生
を
対
象
に
防
災
訓
練

や
研
修
を
行
い
、
消
防
団
の
必
要
性

や
活
動
紹
介
を
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
消
防
団
員
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

　
　地
域
防
災
力
の
底
上
げ
を
図
る

た
め
の
今
後
の
方
針
は
。

　
　町
長
　

　
令
和
５
年
度
か
ら
「
今
後
の
宇
美

町
消
防
団
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
設

置
し
、
関
係
団
体
等
の
代
表
を
交
え
、

消
防
団
の
組
織
、
運
営
の
在
り
方
、

団
員
の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
の
意
見
で
、
地
域
の
防

災
訓
練
へ
の
参
加
や
機
能
別
消
防
団

員
の
検
討
な
ど
が
あ
り
、
取
組
が
必

要
と
考
え
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
課
題
と
し
て
は
、

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
不
足
が
あ
り
、
課
題
解
決
の
た

め
、
議
会
と
粕
屋
南
部
消
防
本
部
を

交
え
た
研
修
や
地
域
防
災
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
現
在
、
防
災
士
の
資
格
取
得
を
推

進
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

　
　大
規
模
災
害
に
備
え
た
民
間
事

業
者
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
現
状

は
。　

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
令
和
７
年
10
月
末
現
在
、
24
の
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。

　
主
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
応
急

復
旧
を
行
う
土
木
、
管
工
事
、
建
築
、

造
園
な
ど
の
組
合
、
情
報
通
信
事
業

者
な
ど
。

　
今
後
も
必
要
な
災
害
時
応
援
協
定

の
締
結
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　災
害
用
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
の
進

捗
状
況
は
。

　
　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
入
し
、
全
国
の
加
入
自

治
体
と
相
互
支
援
す
る
体
制
に
加
わ

る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
　機
能
別
消
防
団
員
の
現
状
と
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
導
入
の
考
え
は
。

　
　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
機
能
別
消
防
団
員
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
現
在
、
団
員
確
保

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　物
価
高
騰
対
策
の
今
後
の
方
針

は
。　

　町
長
　

　
効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
を
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
交
付
金
の
額
が
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
食
料
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

施
策
は
、
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

支
援
が
行
き
渡
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　学
校
給
食
の
無
償
化

は
、
国
の
対
応
を
待
た
ず

に
町
独
自
で
早
期
に
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　学
校
教
育
課
長

　
町
と
し
て
早
期
に
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。
当
町
と

し
て
は
国
の
動
き
に
沿
っ

て
進
め
て
い
く
。

　
　無
償
化
さ
れ
た
と
し
て
も
安
全

性
と
質
の
維
持
は
担
保
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
町
の
対
応
は
。

　
　学
校
教
育
課
長

　
無
償
化
さ
れ
て
も
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
献
立
を
作
成

し
、
安
全
性
や
質
の
確
保
に
努
め
た

い
。　

　ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
理
由
で
学

校
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
、
補

助
金
を
出
す
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

町
の
方
針
は
。

　
　学
校
教
育
課
長

　
本
町
で
も
補
助
を
考
え
て
い
る
。

今
後
、
上
司
と
も
協
議
し
て
決
定
し

て
い
き
た
い
。

　
　物
価
高
騰
対
策
は
喫
緊
の
課
題

と
い
え
る
が
、
水
道
料
金
の
基
本
料

金
減
免
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
引

き
続
き
実
施
を
求
め
る
声
が
非
常
に

大
き
い
。
来
年
度
も
実
施
す
る
考
え

は
。　

　企
画
財
政
課
長
　

　
現
段
階
で
国
の
交
付
金
の
額
・
詳

細
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
回
、

国
か
ら
新
た
に
示
さ
れ
た
交
付
金
メ

ニ
ュ
ー
の
中
に
は
水
道
基
本
料
金
の

減
免
が
追
加
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
今
後

十
分
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　減
免
期
間
の
延
長
を
求
め
る
声

も
あ
る
が
延
長
は
可
能
か
。

　
　企
画
財
政
課
長
　

　
期
間
を
延
ば
す
こ
と
は
可
能
だ

が
、
国
の
交
付
金
の
総
額
や
他
事
業

費
と
の
関
係
で
、
ど
の
程
度
の
予
算

を
充
て
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
上
水
道
を
利
用
し
て
い
な
い
世
帯

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

地域防災 物価高騰対策

地域防災力の
　　　総合的な底上げを

隣近所のつながりが薄れる中、防災を通じて地域の交流
を促し、防災力向上へ一歩前進となるよう自主防災の必
要性、防災・減災の今後の方向性を問う。

なるみ

鳴海 圭矢 議員
けいや

答弁
（町長）

交付金を活用し、
効率的で効果的な事業を進める

答弁
（町長） 地域防災力の向上に取り組む

今後の物価高騰対策は

町民から要望が強い物価高騰対策。独自のアンケート調
査の結果、水道料金減免と学校給食無償化に絞って質問
した。

物価高騰は今後も
続く。
賃上げなど抜本的
な対策が必要であ
る。

自主防災組織を
活性化し、防災
を切り口に自治
会加入促進につ
ながることを期
待したい。

令和７年度に実施された減免

くろかわ

黒川 　悟 議員
さとる

地域防災力の向上をめざした
各自治会での取組の一例
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録画配信は
こちらから

私の視点「なぜここを質問したか」

　
　
町
長
　

　
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
道
路
交
通
網
の
整
備
、

特
に
道
路
整
備
に
対
す
る
財
源
確
保

と
し
て
、
国
へ
の
要
望
を
強
化
し
、

整
備
を
加
速
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
総
合
計
画
に
あ
る
「
こ
の
ま
ち
が
、

い
い
。
わ
た
し
た
ち
の
誇
り
宇
美
」

が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
で
あ
り
、
宇

美
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

問
　
総
合
計
画
の
重
点
目
標
「
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
」
の
未
来
像
は
。

　
　
教
育
長
　

　
子
育
て
し
て
い
る
方
や
、
子
育
て

し
よ
う
と
す
る
方
々
が
、
や
っ
ぱ
り

宇
美
町
が
い
い
と
住
み
続
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
私
の
考
え
る
「
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
」
の
未
来
像
で
あ
る
。

　
　
総
合
計
画
の
中
で
町
長
が
特
に

力
を
入
れ
た
施
策
は
。

　
　
町
長
　

　
ま
ず
財
源
確
保
と
し
て
、
収
納
率

の
向
上
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
組
を
強
化
し
た
。

　
収
納
対
策
室
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、

過
去
最
高
の
収
納
率
と
な
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
専
任
の
係
を
編
成

す
る
体
制
強
化
に
よ
り
、
過
去
最
高

の
寄
附
額
を
記
録
し
た
。
　
　

　
政
策
面
は
、
総
合
計
画
の
重
点
方

針
と
し
て
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

の
実
現
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
特

に
力
を
入
れ
た
。

　
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

宇
美
町
の
将
来
像
は
。

　
　
第
７
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

「
学
校
教
育
の
充
実
」「
子
育
て
支
援

の
充
実
」
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
教
育
長
　

　
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
が
軌
道
に
乗
っ

た
こ
と
が
成
果
と
考
え
る
。

　「
学
校
教
育
の
充
実
」
の
重
点
的

取
組
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
、

学
び
の
多
様
化
学
校
開
校
な
ど
の
教

育
環
境
整
備
。
ま
た
、
水
泳
学
習
の

民
間
委
託
、
学
力
向
上
推
進
拠
点
校

を
核
と
し
た
授
業
改
善
を
行
っ
た
。

　
課
題
は
、
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展

開
、
教
職
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間

の
縮
減
で
あ
る
。

　「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
の
重
点

的
取
組
と
し
て
は
、
こ
ど
も
計
画
の

策
定
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
こ

ど
も
の
居
場
所
の
開
設
、
こ
ど
も
会

議
の
実
施
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料

無
償
化
な
ど
を
行
っ
た
。

　
課
題
は
、
こ
ど
も
の
居
場
所
の
利

便
性
を
高
め
る
な
ど
の
支
援
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
ア
ク
セ
ス
の
充
実
、
特
に

高
校
生
世
代
が「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
支
援
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

総合計画

やすかわ

安川 禎幸 議員
よしゆき

答弁
（町長）

財源確保では、ふるさと納税額など過去最高
となった。さらに取組を強化していく。

第７次宇美町総合計画の
　　　　　　 成果と課題は

令和５年に策定された第７次総合計画は、前半４年間の前
期実践計画を終えようとしている。第７次総合計画のこ
れまでの成果と今後の課題についてお尋ねしたい。

「第７次総合計画」
は着々と成果を上
げていると感じる。
施策の検証と今後
の取組に期待した
い。 宇美町ふるさと納税で

人気のうなぎ

　当委員会が最初に取り組んだ改革は、議
会本会議・特別委員会のライブ・録画配信
です。これまで使用してきたシステムを活
用しました。録画配信では、聴覚に障がい
がある方に分かりやすいよう、字幕を付け
ています。
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　当委員会では、町政や議会に対して町民の皆さまの
関心が薄れてきていることに危機感を持ち、議会と町
民の皆さまの懸け橋となるように、議会だよりの発行
や、ホームページをはじめとするＳＮＳを活用した情
報発信、議会中継（ライブ・動画配信）に取り組んでき
ました。
　広報編集技術も全議員が参加する研修会を開催す
ることで、写真の撮り方やトリミング方法を学習し、
見出し・キャプションの作成などについても飛躍的に
向上することができたと感じています。
　今回のうみ議会だより第100号が、今期の委員が編
集する最終号になります。
　4年間のご愛読、ありがとうございました。

　「夢が町を変える」、平成13年5月発行のうみ議会だより創刊号はこのフレーズか
らスタートしました。町民の皆さまの声（夢）をかたちにすべく、また、想いをつなぐ
懸け橋となるべく紡がれてきたうみ議会だよりが今号で第100号を迎えました。
　これもひとえに、町民の皆さまのご理解とお力添えがあったからこそであり、改
めて感謝申し上げます。
　令和4年3月、コロナ禍の最中でスタートした私たち議員の任期も残りわずかとなりました。今
任期中は、ペーパーレス化による事務の効率化を推進するとともに、防災リーダー育成や医療費適
正化についての調査・研究などに取り組み、また、皆さまの声（夢）をかたちにするため、都市計画道
路志免宇美線の早期完成や本町にスマートインターチェンジの設置を求める国への要望活動など
を積極的に行ってまいりました。
　夢がかたちになったものもあれば、課題が山積し、道半ばのものも数多くあります。町民の皆さ
まと議会とが「ワンチーム」という思いで、最後まで全力で取り組んでまいります。
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